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(様式３) 

公共事業再評価調書（案） 

番  号 公園－１ 事業担当局課 環境創造局緑地保全推進課 

事 業 名 （仮称）三枚町公園整備事業 採択年度 平成 27年度 

施工場所 神奈川区三枚町 経過年数 ５年 

目的及び 

事業概要 

【目的】 

本公園計画地は新横浜都心という立地にあり、都心生活者が手軽に楽しめる農と

自然と共にある暮らしを満喫する魅力ある場となるよう、都心に近いおおらかな田

園環境を活かし、まとまりのある農地や良好な樹林地の保全・活用を図り、分区園

を中心とした総合公園を整備します。 

 

【事業概要】 

 計画面積：約 9.4 ha 

  公園種別：総合公園 

 施設内容：分区園、広場、管理棟、駐車場、便所、樹林  

 

 当 初（事業採択時） 変 更（令和 2 年度） 

事業期間 平成 27年度～令和 19年度 平成 27年度～令和 19年度 

事
業
費 

合  計 約 70 億円 約 72億円 

 
国 費 約 25 億円 約 25 億円 

市 費 約 45 億円 約 47億円 

変更内容 

鶴見川流域の特定都市河川浸水被害対策法に基づく、雨水排水施

設の整備に関する関係機関との協議に時間を要しました。また、第

１期供用区域の排水計画を再検討し、計画を変更しました。これに

より、令和３年度に詳細設計、令和４年度に整備工事に着手する予

定となり、第１期の開園予定時期を平成 30 年度から令和６年度に

延期しました。 

また、下水道設備の整備費増大等により、事業費が約２億円増加

しました。 

上位計画等 

① 横浜市水と緑の基本計画（平成 28年 6月改定） 

本公園は、「水・緑環境の保全と創造の推進計画」において、鶴見川

流域の源・上流域にあたり、以下の取組方針が示されています。 

・樹林地・農地を保全するとともに、雨水の浸透域を保全する。 

・緑地の担保量の向上や里山や谷戸の景観保全を進める。 

・農体験の場など、農地を活用した魅力づくりや自然体験ができる拠点

づくりを進める。 

加えて、本公園は「市街地をのぞむ丘の軸」の水と緑の拠点の一

つに位置づけられています。 

②横浜みどりアップ計画[2019-2023] (平成 30年 11月） 

計画の柱２「市民が身近に農を感じる場をつくる」取組において、様々
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な市民ニーズに合わせた農園の開設や整備を市内各地で進めることと

しており、その中で「農園付公園の整備」を、具体的な取組の一つとして

います。 

③神奈川区まちづくりプラン（平成 31年 3月改定） 

本公園は神奈川区の「丘陵部」に位置し、「第１章 将来都市像（２）

水と緑の環境」では、「樹林地や農地の保全・活用を図り、農業振興や

区民が体験などを通して農業文化に触れあえる環境づくりを進める」とし

ています。 

第３章 地域別整備方針では、(仮称)三枚町公園については、農地や

樹林地を保全・活用した公園として整備する」ことが示されています。 

関連事業 
・隣接する三枚町牛道根特別緑地保全地区等の緑地保全事業と連携

し事業を進めます。 

事 業 の 

必 要 性 

事 業 を 巡 る 

社会経済情勢

等 の 変 化 

・本公園は丘陵地であり、神奈川区の中でも、緑地や農地が多く残って

いる地域ですが、近年住宅開発が進んでいます。 

・本公園は第三京浜道路羽沢 IC に近接していますが、横浜環状道

路、横浜湘南道路の開通が予定されていることから、横浜を取り巻く人

や物の流れが大きく変化していくことが見込まれます。また、神奈川東

部方面線の整備が進んでおり、羽沢横浜国大駅開業（令和元年 11

月）を契機とした新たなまちづくりにより、本公園周辺の土地利用や

人口の状況、市民ニーズ等の変化が予想されます。   

・令和２年度の「環境に関する市民意識調査」のうち、「身のまわりの環

境についてどのように感じているか」では、計画地が位置する市東部

は、「公園や街路樹、里山などの緑を感じられる場所がある」「農に親

しむ場や機会がある」「草木や花、昆虫や魚、鳥などのさまざまな生き

物がいる環境がある」が、他の地域に対して相対的に低く、日常的に

公園や里山等の緑を感じ、農に親しむ場や機会が強く求められている

とともに、さまざまな生き物がいる環境が求められています。 

・令和２年からのコロナ禍の影響により、農体験ニーズがますます高まっ

ています。 

事業の 

投資効果 

・ 

事業効果等 

(費用便益分析等) 

①費用便益分析 

割引率 4％ 

総便益（B） 68,689 百万円 

総費用（C） 12,061 百万円 

費用便益比（B/C） 5.6９ 

感度分析 1：事業費の増減(±10%) 5.79〜5.60 

感度分析 2：維持管理労務増加(最大 5%/年) 5.69〜4.52 

感度分析 3：上記いずれも生じた場合 5.79〜4.39 

②定性的効果 

・都市のオアシスとして水と緑のネットワークの環境が保持されるととも

に、新たな創出にもつながります。 
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・農地や樹林地は自然や農とのふれあい・体験・教育の場となり、また、

樹林地や広場は市民の交流やレクリエーション・憩いの場となります。 

事 業 の  

進ちょく  

状  況 

事業進ちょく

率％ 

①事業の進ちょく状況 

・用地は全体の公園計画区域の 63%（令和２年６月末現在、面積比）

を取得。 

 ・施設費は全体の 5%を投入、事業進ちょく率は全体で 72%。 

（何れも令和２年６月現在） 

②残事業の内容等 

・公園は現在未供用、令和６年度に第 1 期供用（0.9ha）、令和 10年度

に第 2 期供用（7.4ha）、令和 20年度に全体供用（9.4ha）を予定。 

72％ 

用地取得率％ 

63％ 

供用等の状況 

未供用 

事業の課

題及び進

捗見込み 

・令和６年度の第１期供用を目指し、関係機関との調整や詳細設計を鋭意進め、令

和４年度に整備工事に着手する予定です。 

・未取得の用地については、引き続き用地取得を進めます。 

・分区園等を含む第１期区域の供用に向けて、指定管理者制度の導入の検討を進め

ます。また、第２期以降の供用に向けて、本公園の積極的な利活用が図られるよ

う、適切かつ効果的な管理運営手法の検討を進めます。 

そ の 他    

(コスト縮減項目等) 

①コスト縮減の取組み 

・既存の地形は極力活かしながら施設整備を行い、造成等地形の改変は最低限にとど

めます。また、現況樹木・樹林は極力活用することを基本とします。 

②環境への配慮 

・計画地及びその周辺の自然環境、社会文化環境等についての情報を収集し、環境資

源等の現況把握を行います。 

その他 

■住民説明会の開催 

・平成 27 年３月４日「（仮称）三枚町公園基本計画」に関する住民説明会を開催（近隣住

民の方々39 名が出席）しました。意見としては、「公園の計画に先立ち、周辺交通の対

策をして欲しい」、「もっと防犯対策をして欲しい」などが挙げられました。 

添付資料 有 ・ 無 

対応方針 

(案) 

継 

続 

計画通り(上記計画を実施) 

一部見直し(上記計画を変更) 

【見直し内容】 

 

中  止 

 

対応方針

（案）とした

理由 

計画地が位置する市東部は、日常的に公園や里山等の緑を感じ、農に親しむ場や機

会が強く求められているとともに、さまざまな生き物がいる環境が求められています。 

また、費用便益比は 5.69 と高く、社会経済的観点から見た場合の事業貢献度は良で

あるため、事業の継続は必要です。 
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1. 案内図 

‧ 所在地：横浜市神奈川区三枚町 755-1ほか 

‧ （仮称）三枚町公園は横浜市神奈川区に位置し、最寄り駅からのアクセスは、片倉町駅（市営地下

鉄ブルーライン）から徒歩 20分となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  公園位置図 
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2. 航空写真 

‧ 第１期区域となる農地は高台となっており、農地の西側は北西向きの緩斜面地、農地の東側は宅地

を中心部の底としたすり鉢上の地形で、その東側の道路は尾根道となります。 

‧ また、その尾根道のさらに東側は谷戸地形で、緑地の中央を通る道路が谷底となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2  航空写真 
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3. 平面図 

 

 

図 3  基本計画図 
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図 4  段階的計画区域 
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図 5  基本設計図（第 1期計画区域） 
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4. 用地買収執行図 

 

 

  

買収済 第 1期供用区域 

取得済区域(63%) 

公園計画区域 

図６ 用地取得執行図 
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5. 事業概要 

(1) 事業の必要性 

  ① 環境に対する市民意識 

令和２年度の環境に関する市民意識調査のうち、「身のまわりの環境についてどのように感じて

いるか（問 5）」では、計画地が位置する市東部において、「D公園や街路樹、里山などの緑を感じら

れる場所がある」に対しては、「そう思う」が 41.8％（市全体 55.7%）、「E農に親しむ場や機会があ

る」に対しては、「そう思う」が 8.1％（市全体 21.5%）、「G 草木や花、昆虫や魚、鳥などのさまざ

まな生き物がいる環境がある」に対しては、「そう思う」が 19.5％（市全体 32.2%）となっており、

他の地域に対しても相対的に低く、日常的に公園や里山等の緑を感じ、農に親しむ場や機会が強く

求められているとともに、さまざまな生き物がいる環境が求められています。 

 

[身のまわりの環境についてどのように感じているか（問 5）] 

 D 公園や街路樹、里山などの緑を感じられる場所がある 

 

図 6  横浜市民の環境に対する意識（公園や街路樹、里山などの緑） 
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E 農に親しむ場や機会がある（近くに畑や水田がある、横浜産野菜や果物を買う・食べられる場があ

る等） 

 

 

 

図 7  横浜市民の環境に対する意識（農に親しむ場や機会） 
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G 草木や花、昆虫や魚、鳥などのさまざまな生き物がいる環境がある 

 

 

図 8  横浜市民の環境に対する意識（さまざまな生き物がいる環境） 

 

（出典：「令和 2年度 環境に関する市民意識調査【調査結果報告書】」令和 2年 12月(横浜市環境創造局）） 

 

 

計画地の農地や樹林地を保全・活用することで、地域へのこれまでの良好な環境への寄与を維持・

増進することが期待できるとともに、緑を感じ、農に親しむ場や機会の拡大が期待できます。 

また、この環境の持続性により、地域の生物多様性も保全できるものと考えます。 
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② 上位計画 

 横浜市水と緑の基本計画（平成 28年 6月改定） 

横浜市水と緑の基本計画は、計画の基本理念を「横浜ら

しい水・緑環境の実現」とし、市民・事業者・行政の連携・

協働により実現していくこととしています。 

また、「水・緑環境の保全と創造の推進計画」において、

計画地は鶴見川流域の源・上流域にあたり、以下の取組方

針が示されています。 

・樹林地・農地を保全するとともに、雨水の浸透域を保全

する。 

・緑地の担保量の向上や里山や谷戸の景観保全を進める。 

・農体験の場など、農地を活用した魅力づくりや自然体験

が出来る拠点づくりを進める。 

加えて、本公園は「市街地をのぞむ丘の軸」の水と緑の 

拠点の一つに位置づけられています。              図 9  計画地位置図 

 

図 10  市街地をのぞむ丘の軸 位置図 

計画地 
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 横浜みどりアップ計画[2019-2023]（平成 30年 11月） 

横浜みどりアップ計画[2019-2023]では、3つの計画の柱の 1つである「計画の柱 2：市民が身近

に農を感じる場をつくる」の「施策 1 農に親しむ取組の推進 事業②農とふれあう場づくり」にお

いて、「（1）様々な市民ニーズに合わせた農園の開設や整備を市内各地で進める」こととしており、

その中で「農園付公園の整備」を、具体的な取組の一つとしています。 

「農園付公園の整備」では、 土地所有者による維持管理が難しくなった農地等を公園として市

が買取るなどして、市民が農作業を楽しめる農園を公園に開設することとしています。  

 

 

図 11  計画の柱 2 施策 1 事業② 農とふれあう場づくり 
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 神奈川区まちづくりプラン（平成 31年３月改定） 

計画地は神奈川区の「丘陵部」に位置し、「第 1章 将来都市像 (1)都市の構成と連携」において

は、「農業専用地区を中心に都市農業の振興を図るとともに水と緑を生かしたまちづくりを進め、

併せて既存の住宅地における居住環境や交通利便性の向上を推進する」ことが示されています。ま

た、「(2)水と緑の環境」においては、「市内有数の農畜産物の産地である特徴を生かしながら、樹林

地や農地の保全・活用を図り、農業振興や区民が体験などを通して農業文化に触れあえる環境づく

りを進める」ことが示されています。 

 

図 12  神奈川区の将来の街の構成と骨格 

 

また、「第 2章 分野別整備方針 3-2水・緑環境を生かしたまちづくり」においては、「土地所有

者の管理が難しくなった農地等を買取るなどして市民が農作業を楽しめる農園を主とした都市公

園を整備する[農園付公園]の整備手法などを活用し、農地・緑地の保全を図る」ことが示されてい

ます。 

加えて、「第 3章 地域別整備方針 1-3丘陵部〜農のある丘陵部のまちづくり〜 」では、（仮称）

三枚町公園について「農地や樹林地を保全・活用した公園として整備する」ことが示されています。 

 

  

計画地 
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6. 事業計画の経過 

・令和 6（2024）年度  第１期供用（0.9ha） 

・令和 10（2028）年度  第 2期供用（7.4ha） 

・令和 20（2038）年度  全体供用（9.4ha） 

 

 

7. 事業期間 

・事業期間：平成 27（2015）年度（事業採択）～令和 19（2037）年度 

（平成 6（1994）年度より用地取得） 
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8. (仮称)三枚町公園事業進捗状況 

 

表 1  （仮称）三枚町公園事業進捗状況 
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図 13  総事業費に対する事業進捗率 
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前回評価内容との比較  （仮称）三枚町公園整備事業 

 

  

 事前評価（H27） 今回：再評価（R2） ５年間の経過 

事業を巡

る社会経

済情勢等

の変化 

市東部における市民

の緑に対する満足度が

低く、農地や里山等の環

境にふれられることが

強く求められています。

横浜みどりアップ計画

（計画期間 H26-30年度）

における農園付公園と

して位置づけられまし

た。 

新駅の設置や今後の

道路整備による交通の

利便性向上などにより、

本公園周辺の土地利用

や人口の状況等の変化

が見込まれます。開発が

進む一方で、市民の緑や

農環境に対するニーズ

は依然として高い状況

となっています。また、

令和２年からのコロナ禍

の影響により、農体験ニ

ーズがますます高まって

います。 

３期目の横浜みどり

ア ッ プ 計 画 [2019 ～

2013]においても、本公

園は引き続き農園付公

園として位置づけられ

ました。 

また、神奈川区まちづ

くりプラン（平成 31 年

３月改定）において、本

公園について「農地や樹

林地を保全・活用した公

園として整備する」こと

が示されました。 

事業進捗

率 

54％ 72％ +18％ 

用地取得

率 

54％ 63％ + 7％ 

供用等の

状況 

－ － － 

B/C 5.67 5.69 +0.02 

事業の進

捗見込み 

用地取得を計画的に

進めるとともに、平成 30

年度の第１期供用開始

を目標に、設計や整備を

進めていきます。 

未取得の用地につい

ては、引き続き用地取得

を進めます。 

令和６年度の第１期

供用を目指し、詳細設計

を進め、令和４年度に整

備工事に着手する予定

です。 

 

５年間、毎年計画的に

用地取得を進めました。 

一部基盤整備や、第１

期供用部分の基本設計

等を進めました。雨水排

水計画の協議に時間を

要しましたが、整備内容

が決まったため、今後は

順調に整備が進む予定

です。 
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＜参 考＞ 

 

費用対効果の分析方法 
本公園に対する費用対効果分析は２回目であり、前回の事前評価は、改訂第３版大規模公

園費用対効果分析手法マニュアルで行われたが、今回の再評価は、改訂第４版大規模公園費用

対効果分析手法マニュアル（H29.4 国土交通省都市局公園緑地・景観課（H30.8 一部改訂））

に示される方法に準じた上で、地域性を考慮、加味し算定した。 

 

ア． 費用 
当公園整備事業に対して投入あるいは投入を計画する、施設費、用地費、維持管理費の合

計とした。 

 

費用＝施設費＋用地費＋維持管理費 

イ． 効果 
公園整備の効果は、公園整備によって派生する価値であり、本分析では利用価値を分析対

象便益とした。 

表 6 公園整備によって生じる価値の体系 

価値分類 意  味 機   能 価値の種類（例） 

利 用 価

値 

直接利用価値 

直接的に公園を利

用することによっ

て生じる価値 

健康・レクリエーショ

ン空間の提供 

健康促進 

心理的な潤いの提供 

レクリエーションの場の提供 

文化的活動の基礎 

間接利用価値 

間接的に公園を利

用することによっ

て生じる価値 

都市環境維持・改善 

緑地の保存 

動植物の生息・生育環境の保存 

ヒートアイランド現象の緩和 

気候緩和 

二酸化炭素の吸収 

騒音軽減 

森林の管理・保全、荒廃の防止 

都市景観 
季節感を享受できる景観の提供 

都市形態規制 

都市防災 

洪水調整 

地下水涵養 

災害応急対策施設の確保（貯水槽、トイレ等） 

強固な地盤の提供 

火災延焼防止・遅延 

防風・防潮機能 

災害時の避難地確保 

災害時の救援活動の場の確保 

復旧・復興の拠点の確保 

オプション価値 現在は利用しないが、将来の利用を担保ことによって生じる価値 

非利用 

価値 

存在価値 公園が存在することを認識すること自体に喜びを見いだす価値 

遺贈価値 将来次世代に残す（将来世代の利用を担保する）ことによって生じる価値） 

：本分析における計測対象 
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